
熊
本
公
徳
会
武
道
場
「
振
武

館
」
で
12
月
３
日
、
三
師
会
剣

道
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
8
年
、
三
師
会
（
医
師

会
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師
会
）

の
剣
道
大
会
が
、
当
時
の
振
武

館
館
長
だ
っ
た
鶴
田
三
雄
先
生
、

林
田
敏
貞
先
生
な
ど
の
審
判
で

振
武
館
で
始
ま
り
ま
し
た
。

一
時
中
断
の
後
、
戦
後
は
昭

和
32
年
に
復
活
し
、
林
田
敏
貞

先
生
、
緒
方
敬
義
先
生
、
一
川

格
治
先
生
、
神
尾
宗
敬
先
生
、

末
永
龍
象
先
生
ら
の
審
判
で
開

催
さ
れ
、
現
在
63
回
を
重
ね
る

歴
史
あ
る
大
会
で
す
。

今
回
は
、
審
判
と
し
て
、
尾

方
正
照
先
生
（
範
士
八
段
）
、

荒
木
幸
二
先
生
（
教
士
八
段
）
、

今
村
了
介
先
生
（
教
士
八
段
）

が
審
判
を
担
当
し
、
昨
年
優
勝

し
た
薬
剤
師
会
が
幹
事
会
と
し

て
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

試
合
は
三
師
会
の
リ
ー
グ
戦

で
行
わ
れ
、
各
チ
ー
ム
多
い
ほ

う
の
人
数
（
14
人
）
に
合
わ
せ

て
試
合
を
行
い
ま
し
た
。
激
戦

を
制
し
た
医
師
会
が
優
勝
、
２

位
歯
科
医
師
会
、
３
位
薬
剤
師

会
で
し
た
。

閉
会
式
で
は
、
来
年
の
幹
事

会
の
歯
科
医
師
会
の
牧
野
部
長

が
あ
い
さ
つ
し
閉
会
し
ま
し
た
。

熊
本
公
徳
会
武
道
場
「
振
武

館
」
で
１
月
８
日
、
新
春
か
る

た
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
＝
写

真
県
文
化
懇
話
会
が
、
正
月
に

小
倉
百
人
一
首
を
通
し
て
、
日

本
の
伝
統
文
化
に
触
れ
て
も
ら

お
う
と
毎
年
開
い
て
お
り
、
今

回
は
約
１
３
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

▼
柔
道
場
の
畳
の
上
に
数
滴

の
血
が
落
ち
て
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
稽
古
中
に
何
ら
か

の
理
由
で
出
血
し
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
ど
の
時
点
で
、
そ

う
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
か

は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

け
が
な
ど
で
血
が
出
た
場
合
は
、

床
、
畳
の
上
に
関
わ
り
な
く
、

す
ぐ
ふ
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

後
の
利
用
者
の
こ
と
も
考
え
て
、

皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
利
用
で

き
る
よ
う
、
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。
今
年
も
マ
ナ
ー
を
守
り

楽
し
く
稽
古
し
ま
し
ょ
う
。
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振
武
館
の

つ
ぶ
や
き

ど
ん
ど
や
の
炎
に
祈
願
折
れ
竹
刀

剣
道
教
室
保
護
者

園
田
範
子

初
稽
古
一
意
専
心
諸
手
斬

居
合
斬
游
神
館

銀
砂

正
月
の
稽
古
始
め
は
振
武
館

振
武
館
利
用
者

馬
場
田

な
ま
は
げ
は
見
た
こ
と
な
い
が
母
が
い
る

剣
道
教
室

園
田
祐
輝

寝
つ
起
き
つ
剣
に
迷
わ
ぬ
雅
の
目

振
武
館
利
用
者

堂
山

文
武
不
岐
心
に
燃
ゆ
る
三
姉
妹

振
武
館
利
用
者

堂
山

熊
本
市
の
大
山
桂
司
さ
ん
が
、

振
武
館
で
練
習
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
昨
年
の
11
月
か
ら
で
す
。

大
山
さ
ん
は
視
覚
障
が
い
者

で
生
ま
れ
つ
き
目
が
見
え
ま
せ

ん
。
そ
う
い
う
大
山
さ
ん
に
、

両
親
は
、
自
分
の
身
は
自
分
で

守
れ
る
よ
う
に
、
そ
し
て
人
と

し
て
の
基
本
的
な
こ
と
を
武
道

か
ら
学
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
思

い
か
ら
柔
道
を
勧
め
、
大
山
さ

ん
は
小
学
３
年
生
の
時
に
柔
道

の
練
習
を
始
め
ま
し
た
。

熊
本
盲
学
校
時
代
に
は
、
視

覚
障
が
い
者
の
国
際
柔
道
大
会

で
３
位
に
な
り
、
ま
た
熊
本
学

園
大
学
３
年
の
時
（
沖
縄
国
際

大
学
に
短
期
留
学
中
）
、
ア
メ

リ
カ
で
開
か
れ
た
視
覚
障
が
い

者
の
柔
道
ユ
ー
ス
世
界
大
会
に

日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
、
男

子
66
㌔
級
で
見
事
、
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。

今
は
、
仕
事
が
終
わ
っ
た
後
、

週
２
回
、
振
武
館
の
開
田
豊
喜
・

柔
道
師
範
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
真
剣
な
態
度
で
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。
今
年
６
月
に
開

か
れ
る
世
界
大
会
の
予
選
突
破

が
当
面
の
目
標
。
思
い
は
世
界

に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
大
山
さ
ん
の
、
も

う
一
つ
の
顔
は
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
。
東
北
や
熊
本
の

被
災
地
を
訪
れ
た
り
、
老
人
施

設
な
ど
で
、
ギ
タ
ー
の
弾
き
語

り
を
し
て
い
ま
す
。

人

「
強
く
・
正
し
く
・
美
し
く
」

を
掲
げ
、
毎
月
第
２
・
第
４
日

曜
日
を
定
例
と
し
て
、
基
本
稽

古
を
軸
に
心
・
技
・
体
の
修
養

に
励
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
毎

年
秋
に
九
州
歯
科
医
学
大
会
剣

道
大
会
と
毎
年
師
走
に
「
振
武

館
」
で
開
催
さ
れ
る
、
県
三
師

会
剣
道
大
会
の
優
勝
と
各
自
の

昇
段
審
査
合
格
を

目
標
に
鍛
錬
す
べ

く
「
振
武
館
」
を

利
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

旧
「
振
武
館
」

で
の
稽
古
が
懐
か

し
く
思
い
出
さ
れ

ま
す
が
、
新
「
振

武
館
」
開
設
時
の

平
成
14
年
秋
か
ら

利
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
不
定

期
に
、
ど
こ
か
の

施
設
で
稽
古
会
を
開
催
し
、
各

自
が
近
場
で
自
主
練
習
し
て
い

る
状
態
で
し
た
。

街
の
中
心
地
に
立
派
な
道
場

が
完
成
し
、
シ
ャ
ワ
ー
施
設
も

充
実
し
て
い
る
な
ど
の
条
件
が

そ
ろ
い
、
月
１
回
を
定
例
と
し

て
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
平
成
25
年
ご
ろ
か
ら
、
参

加
希
望
者
が
増
え
、
現
在
の
よ

う
な
定
例
稽
古
会
と
し
て
実
施

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昨
春
に
は
順
延
し
て
い
た
第

64
回
九
州
歯
科
医
師
稽
古
会
も

多
く
の
参
加
者
を
得
て
開
催
で

き
ま
し
た
。
昨
秋
の
大
会
は
２

年
ぶ
り
に
団
体
優
勝
を
果
た
し
、

三
師
会
大
会
は
僅
差
で
２
位
で

し
た
。
昇
段
審
査
に
は
数
名
が

合
格
を
果
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
「
振
武
館
」
で
荒
木
、

川
邉
両
先
生
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
、

人
間
形
成
を
旨
と
し
道
場
で
の

作
法
に
注
意
し
、
部
員
一
同
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

熊
本
県
歯
科
医
師
会
剣
道
部

剣
道
教
士
7
段中

嶋

隆
志

利
用
団
体

紹
介

熊本県歯科医師会剣道部

熊
本
公
徳
会
武
道
場
「
振
武

館
」
の
少
年
剣
道
・
柔
道
教
室

の
稽
古
始
め
と
ぜ
ん
ざ
い
会
が

１
月
６
日
午
前
10
時
か
ら
行
わ

れ
ま
し
た
。

剣
道
・
柔
道
に
分
か
れ
て
1

時
間
半
、
通
常
の
稽
古
を
し
た

後
、
正
午
か
ら
剣
道
・
柔
道
教

室
の
少
年
少
女
、
保
護
者
、
合

わ
せ
て
70
人
が
参
加
し
、
ぜ
ん

ざ
い
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
め
に
振
武
館
の
荒
木
幸
二
・

道
場
師
範
が
「
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年

も
、
文
武
不
岐
の
精
神
で
稽
古

に
勉
強
に
一
生
懸
命
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
開

田
豊
喜
・
柔
道
師
範
の
「
い
た

だ
き
ま
す
」
の
号
令
の
も
と
、

保
護
者
が
準
備
し
た
、
ぜ
ん
ざ

い
を
子
供
た
ち
は
「
お
い
し
い
」

と
言
っ
て
食
べ
て
い
ま
し
た
。

ぜ
ん
ざ
い
会
の
途
中
、
今
号

の
『
人
』
欄
で
紹
介
し
て
い
る

大
山
桂
司
さ
ん
が
、
ギ
タ
ー
片

手
に
自
作
の
曲
や
ス
マ
ッ
プ
の

「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
」
な

ど
を
熱
唱
＝
写
真
。
皆
、
楽
し

そ
う
に
聴
い
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
子
供
た
ち
は
「
今
年

も
稽
古
に
勉
強
に
頑
張
る
」
と

誓
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

稽
古
も
勉
強
も
一
生
懸
命

振

武

館

東
京
や
熊
本
市
な
ど
全
国
の

消
防
局
の
柔
道
部
員
が
参
加
し

た
「
五
都
市
消
防
柔
道
大
会
」

が
11
月
30
日
、
熊
本
市
の
「
振

武
館
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
東
京
消
防
庁
や
熊

本
市
、
福
岡
市
、
大
阪
市
、
千

葉
市
の
各
消
防
局
が
参
加
し
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
今
回
が
39

回
目
。
当
初
、
熊
本
市
を
除
く

４
都
市
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

32
回
大
会
か
ら
熊
本
市
も
参
加

し
て
い
ま
す
。
熊
本
市
で
大
会

が
開
か
れ
た
の
は
平
成
24
年
に

続
い
て
２
回
目
で
す
。

団
体
戦
は
１
チ
ー
ム
５
人
制

に
よ
る
リ
ー
グ
戦
で
行
わ
れ
東

京
が
優
勝
。
熊
本
市
は
準
優
勝

で
し
た

一
方
、
個
人
戦
は
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
戦
。
５
都
市
以
外
の
消
防

本
部
か
ら
も
出
場
で
き
、
個
人

戦
を
制
し
た
の
は
、
八
代
広
域

行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
の
大

谷
洋
司
さ
ん
で
し
た
。

来
年
の
大
会
は
大
阪
市
で
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

熱
戦
が
続
い
た
消
防
柔
道
大
会

熊
本
市
中
央
区
の
熊
本
武
道

館
で
１
月
５
日
、
新
春
の
稽
古

始
め
が
あ
り
、
同
武
道
館
の
柔

道
、
剣
道
、
空
手
、
な
ぎ
な
た

の
４
つ
の
武
道
教
室
に
通
う
小

学
生
ら
が
、
新
年
の
新
た
な
決

意
を
胸
に
、
初
稽
古
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。

ま
た
６
、
７
の
両
日
は
寒
稽

古
が
行
わ
れ
、
ま
だ
夜
明
け
前

の
６
時
半
か
ら
稽
古
が
始
ま
り

ま
し
た
。
早
朝
の
ひ
ん
や
り
し

た
空
気
の
中
、
道
場
に
は
元
気

な
掛
け
声
が
響
き
渡
り
、
寒
さ

を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
稽
古
が

続
け
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
８
日
に
は
午
前
９
時

半
か
ら
稽
古
と
鏡
開
き
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
同
日
は
４
つ
の
教

室
生
と
中
高
校
生
お
よ
そ
90

人

が
参
加
。
通
常
の
稽
古
の
後
、

保
護
者
ら
が
用
意
し
た
、
ぜ
ん

ざ
い
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

激
し
い
稽
古
を
し
た
後
の
、
甘

い
ぜ
ん
ざ
い
の
味
は
格
別
な
よ

う
で
、
子
供
た
ち
は
皆
「
お
い

し
い
」
と
言
い
な
が
ら
、
も
ち

を
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

「
寒
か
っ
た
け
ど
頑
張
っ
た
」

「
今
年
も
試
合
で
勝
て
る
よ
う

に
稽
古
し
た
い
」
な
ど
と
、
子

供
た
ち
は
新
し
い
年
を
迎
え
意

気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

新たな決意抱き汗流す熊
本
武
道
館

今
年
も

頑
張
る
ゾ
ー

世
界
見
据
え
振
武
館
で

柔
道
の
練
習
を
す
る

大
山

桂
司
さ
ん

俳句道場
熊
本
市
が
準
優
勝

５
都
市
消
防
柔
道
大
会

三
師
会
剣
道
大
会

武
道
へ
の
一
文
字

新
春
か
る
た
会
開
く

寒さに負けず早朝から稽古をする参加者

稽古が終わり、ぜんざいに舌鼓

医
師
会
が
優
勝

心技体の修養に励む


